
令和元年度 第２回土岐市まち・ひと・しごと創生総合戦略推進会議（要旨）

場所 土岐市文化プラザ３階 視聴覚室

日時 令和２年２月４日（火）  １５時００分から１６時４０分

委員 伊藤嘉子委員、大島健太郎委員、神田昌宏委員、土本ゆみ委員、豊田洋一委

員、野田準二委員

プロジェク

トチーム

稲垣総務課長、田中子育て支援課長、桑原保健センター所長、水野産業振興

課長、加藤都市計画課長、太田教育総務課長、山路まちづくり推進課長

事務局 下原総務部長、林企画財政課長、柳ケ瀬企画財政課主幹、林企画財政課課長

補佐、鈴木企画財政課企画統計係長

● 各委員による意見交換

委員 ・「学校に行くのが楽しいと思える児童生徒の割合」が低いと感じた。

・土岐市の適応指導教室の利用者数はどれくらいか。また、不登校児童数は

どれくらいか。

・移住の理由のひとつに、教育水準の高い学校に通いやすい環境が良いとい

うことがある。

・子ども同士でクイズを出しあったりクイズ形式での教育、算数の計算を簡

単に解くテクニックとか、そういうものを教え合うような時間があると良い。

事務局 ・割合が低いことについては、設問が「楽しいと思える」、「まあまあ楽し

いと思える」、「普通」、「少しつまらない」、「つまらない」の 5 段階あ

り、「楽しいと思える」のみを拾っている。 

・適応指導教室利用者数等については、後日お示しする。 

委員 ・商工会議所は、婚活を 2年ほど続けて実施しているが、結果は芳しくない。

成功例等あれば教えていただきたい。

委員 ・東濃信用金庫では、事業承継の一環として、事業者のご子息に対する婚活支

援を専門の民間企業と提携して行っている。 

・施策２に関して、土岐市内で子ども食堂をやっている人がいると聞いたが、

市として支援等は行っているか。

事務局 ・土岐津の高山でやっていることは把握している。支援については行ってい

ない。 

委員 ・施策４の「読書を全くしない児童の割合」の目標値を県平均の 17.1%より、
ももう少し小さくした方が良い。



委員 ・施策３の「放課後教室の登録割合」について、単純に目標値を上げるという

事は、家に帰って誰もいない家庭を増やすことが良いという数字にも読めて

しまう。件数を上げることが良いことなのか、どれくらいの需要があって、

どう対応するのかといった、目標値の設定の仕方について疑問に思う。

・土岐ふるさと塾を新規で行う事はとても良いことだと思う。地元に戻って仕

事に就きたいという気持ちを起こすのはふるさとに対する愛着

・読書についても、本を通して世界を知るということはとても大切なこと。子

どもだけでなく大人も含め、本に親しめると良い。

委員 ・ふるさと納税について、現状 7 件から目標値 1,500 件という事で、土岐市
も具体的に何かをされるという事で良いと思う。

委員 ・県外に出た土岐市民だった人がふるさとを想い応援したいと思っている方も

いると思う。

・ふるさと納税は、地元企業のＰＲにもつながり地域産業の活性化にもなる。

委員 ・会議所としては、地場産業である美濃焼をなんとか活性化させていきたいと

思っている。 

・なんでも鑑定団で観たが、2,500 万円の黒織部の茶器が、土岐市の元屋敷の

窯で作られているとのこと。そういうものがこの地域から出たという事は宝

だと思いますが、宣伝、ＰＲの仕方が少し下手かなと思う。

委員 ・ＰＲについては、プレスリリースに工夫の余地があると感じる。どのように

発信して良いかわからない人も多いと思うので、情報発信のサポートがあっ

ても良いと思う。 

・アウトレットや道の駅などが集客力があると思うが、そういった通年型の観

光をもう少し掘り起こしできると良いと思う。 

委員 ・アウトレットやテラスゲートがあり、イオンもできるということで、商業施

設がたくさんあり、インターも 3 か所ある。こういった良い点を活かして人

を引き寄せるような事業をしていただくと良い。 

委員 ・シルバー人材センターへの派遣の需要が最近多いが、週に何日といった制約

があり、登録者自体が減っている現状がある。生きがい就労から生計就労に

変わっていっているので、制度自体の見直しを働きかけることも必要だと感

じる。 

委員 ・「ひと」を育てることは、子どもを育てることだけではなく、お年寄りもも

っと育つべきで、全ての人がもっと育っていくのが大事である。 

委員 ・東濃信用金庫土岐市駅前支店が建て替えを計画中で、来年 4月にオープンす

る。駅前通りの活性化について一緒に何かできたらと思う。 


